

































































のマーク・トウェインの Pudd’nhead Wilson は，頁がばらばらになりかけ
て今も本棚に眠っています。
英語学特殊講義の伊藤先生もまた，学生の間で恐れられていた先生で，教






































the Mississippi や，ヘンリー・アダムズの Democracy などを読みました。
教学補佐をしていた時に，大井先生が後期課程の研究演習で使用されるテキ
ストが丸善から届いた箱を覗いてみると，文学史でも聞いたことのない作家
の作品が，しかも 3, 4冊入っていて，これを一年ですべて読むのかと驚い
たことを思い出します。先生のお話は立て板に水で，必死でノートをとりな
がら，先生の止めどなく溢れる知識と鋭い洞察力にただ感心するばかりでし
た。
さすが学部とは違う，刺激的な授業を受けることのできた幸せな大学院時
代の中でひとつ悲しい思い出は，後期課程 2年の時，学部のときから指導
していただいていた永井先生が亡くなられたことでした。先生は亡くなる直
前まで，入院先の兵庫医大から外出許可を取って授業をされていました。肝
臓がんであることは告知されていなかったのですが，酒もたばこも浴びるよ
うにのんでいらした先生ですから，余命を察しておられたのかもしれませ
ん。亡くなる少し前に先生から「俺に何かあった時には大井さんに俺が頼ん
でやるから心配するな」と言われていました。在学中に指導教授を失うとい
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うのはたいそう心細いことでしたが，大井先生に指導教授をお願いにあがっ
たところ快く引き受けてくださり，現在に至っています。先生には今でも年
に 2回勉強会をお願いしていて，先生の変わらぬ研究への意欲に感嘆する
とともに，このときばかりは大学院生時代の懐かしい気分に浸る機会をいた
だいています。
私は関学の「英文学科」という名前が好きでした。単純明快，そのままの
学科名ですが，そこがまたいいのです。名前はシンプルでも，多くの優れた
研究者たちが作り，守ってきた長い歴史があります。私がその英文学科の歴
史の中に身を置き，第一級の豊かな教育を授かったことは本当に幸運であ
り，私の大きな誇りになっています。学科再編成によって英米文学英語学専
修という名前に変わりましたが，英米文学，英語学の世界で優れた研究者を
輩出し，その伝統が引き継がれていることに変わりはありません。旧英文学
科，英米文学英語学専修創設 80周年を心からお祝いするとともに，今の学
部生や大学院生のみなさんにはこの伝統を誇りに思い，歴史を繋いでいって
いただきたいと思います。
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